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老
い
の
苦
し
み

　

目
・
鼻
・
口
・
耳
、
頭
、
体
、
老
化
現
象
は
日
に
日
に
現
れ

て
き
ま
す
。

　

現
代
だ
と
、
例
え
ば
老
眼
で
あ
れ
ば
老
眼
鏡
、
白
内
障
で
あ

れ
ば
手
術
し
た
り
し
て
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
こ
れ
が
昔
、
親
鸞

が
生
き
た
鎌
倉
時
代
だ
っ
た

ら
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

考
え
ま
す
。
目
が
悪
く
な
っ

て
も
そ
の
ま
ま
、
虫
歯
な
ど

で
歯
が
抜
け
て
も
そ
の
ま
ま

だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
平
均
寿

命
が
二
十
五

歳
く
ら
い
だ

っ
た
と
い
わ

れ
る
時
代
で

す
の
で
、
そ

ん
な
老
化
現

象
が
起
こ
る

前
に
死
ん
で

し
ま
う
と
思

う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
時
代

に
親
鸞
は
九

十
歳
ま
で
生
き
ら
れ
た
の
で
す
。

　

老
い
の
苦
し
み
を
と
こ
と
ん
ま
で
味
わ
っ
た
親
鸞
の
教
え
に

耳
を
傾
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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現
在
、
放
送
局
か
ら
電
波
を
飛
ば
し
た
り
無
線
局
か
ら
電
波

を
飛
ば
す
場
合
に
は
、
電
波
法
で
免
許
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
国
営
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
全
国
に
多
く
の
局
を
持
っ
て
い

る
。
名
古
屋
局
は
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
局
で
あ
り
、
東
京
放
送
局
は
Ｊ
Ｏ

Ａ
Ｋ
局
で
あ
る
。
民
放
局
を
は
じ
め
、
警
察
、
船
、
自
衛
隊
、　

飛
行
機
等
の
通
信
で
も
電
波
を
出
す
場
合
は
郵
政
省
に
申
請
し

て
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
の
郵
政
省
も
世
界
各
国
と
協
議
し
て

電
波
の
周
波
数
、
型
式
等
の
割
り
当
て
協
議
が
行
わ
れ
る
。
又
、

通
信
を
や
る
人
は
無
線
従
事
者
免
許
証
が
必
要
で
一
級
通
信
士

を
は
じ
め
、
私
の
よ
う
に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
、
電
話
級
無
線
技

士
免
許
等
多
く
の
種
類
の
免
許
が
あ
る
。

　

電
波
に
は
、
マ
イ
ク
で
言
葉
を
伝
え
る
も
の
と
電
信
モ
ー
ル

ス
信
号
で
伝
え
る
も
の
が
あ
る
。
私
は
、
電
話
級
の
免
許
で
す

か
ら
マ
イ
ク
を
使
っ
て
電
波
を
出
し
ま
す
。
無
線
従
事
者
は
免

許
を
取
得
後
に
無
線
機
を
購
入
す
る
か
自
分
で
無
線
機
を
作
る

か
で
す
。

　

無
線
機
の
自
作
は
送
信
機
と
受
信
機
、
そ
し
て
大
変
な
の
は

ア
ン
テ
ナ
で
す
。
ア
ン
テ
ナ
は
高
い
ほ
ど
遠
く
に
電
波
が
飛
び

ま
す
。
12
メ
ー
タ
ー
の
高
さ
に
20
メ
ー
タ
ー
の
水
平
線
を
張
り

ま
し
た
。
自
作
し
た
無
線
機
、
受
信
機
、
ア
ン
テ
ナ
仕
様
等
の

内
容
を
東
海
電
波
局
に
申
請
し
ま
し
た
。
二
ケ
月
後
に
無
線
局

免
許
状
が
き
ま
し
た
。
免
許
状
を
受
け
取
る
。
心
が
踊
る
。
手

が
震
え
た
。

　

コ
ー
ル
サ
イ
ン
Ｊ
Ａ
２
Ｂ
Ｉ
Ｊ
局
で
す
。
こ
の
無
線
局
は
私

以
外
、
た
と
え　

従
事
者
免
許
が
あ
っ
て
も
誰
も
運
用
で
き
ま

せ
ん
。
学
校
や
会
社
等
で
多
数
の
免
許
保
持
者
で
運
用
す
る
場

合
は
ク
ラ
ブ
局
と
し
て
申
請
す
る
。

　

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
3
5
年
７
月
12
日
13
時
20
分
。
東
京
都

北
多
摩
郡
国
立
町
の
Ｊ
Ａ
１
Ｄ
Ｍ
Ａ
局　

氏
名
ウ
テ
ナ
コ
ウ
イ

チ
ロ
ウ
さ
ん
と
電
波
型
式
Ａ
M
周
波
数
７
М
Ｈ
Ｚ
出
力
10
Ｗ
で

初
交
信
を
お
こ
な
っ
た
。
交
信
を
行
う
と
そ
の
証
明
に
カ
ー
ド

を
発
行
し
あ
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
２
Ｂ
Ｉ
Ｊ
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
私
で
す

伊
藤
和
美
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こ
の
カ
ー
ド
を
Ｑ
Ｓ
Ｌ
カ
ー
ド
と
い
う
。
世
界
の
国
と
交
信

し
た
場
合
も
こ
の
カ
ー
ド
を
交
換
し
あ
う
。
こ
の
カ
ー
ド
が
交

信
し
た
証
明
に
な
り
ま
す
。
カ
ー
ド
を
送
る
に
は
日
本
の
民
間

の
連
盟
が
あ
り
、
そ
れ
に
入
会
し
て
連
盟
に
カ
ー
ド
を
一
活
送

る
と
分
配
し
て
相
手
局
に
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
外
国
の
場
合
そ

の
国
の
連
盟
に
送
っ
て
分
配
、
配
達
さ
れ
る
。
交
信
す
る
場
合

で
相
手
を
決
め
ず
に
呼
び
出
す
場
合
は

 

「
Ｃ
Ｑ 

Ｃ
Ｑ（
各
局
）（
各
局
）
こ
ち
ら
は
Ｊ
Ａ
２
Ｂ
Ｉ
Ｊ
ど
な

た
か
聞
い
て
い
ま
せ
ん
か
」　

と
電
波
を
発
射
す
る
。

　

受
信
し
て
い
た
局
が
あ
れ
ば
私
の
局
名
と
自
分
の
局
名
を
言

う
の
で
交
信
が
始
ま
る
。
相
手
局
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は
そ

の
局
名
を
呼
び
出
し
次
に
Ｊ
Ａ
２
Ｂ
Ｉ
Ｊ
と
言
う
。
こ
れ
で
交

信
が
始
ま
る
。
交
信
す
る
時
は
相
手
局
名
と
自
分
の
局
名
を
必

ず
言
う
。

　

交
信
に
は
Ｑ
略
語
が
あ
り
各
国
共
通
で
す
。
よ
く
使
う
Ｑ
略

語
を
こ
こ
に
記
し
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
Ａ　

＝　

名
前　
　
　
　

Ｑ
Ｒ
Ｍ　

＝　

混
信　
　
　

Ｑ
Ｓ
Ｂ　

＝　

信
号
変
化　
　

Ｑ
Ｓ
Ｙ　

＝　

周
波
数
変
更

Ｑ
Ｔ
Ｈ　

＝　

住
所　
　
　
　

Ｑ
Ｒ
Ｎ　

＝　

雷
混
信　

Ｑ
Ｓ
Ｌ　

＝　

交
信
証　
　
　

Ｑ
Ｒ
Ｚ　

＝　

誰
で
す
か

Ｑ
Ｓ
Ｏ　

＝　

交
信　
　
　
　

Ｑ
Ｓ
Ｐ　

＝　

伝
言　
　

Ｑ
Ｒ
Ｔ　

＝　

交
信
中
止

こ
の
カ
ー
ド
を
使
っ
て
日
本
各
地
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ

い
ろ
な
賞
状
の
申
請
を
す
る
。

　

私
は
全
国
49
都
道
府
県
交
信
賞
や
東
北
10
局
賞
、
千
葉
県
10

局
賞
、
又
、
変
わ
っ
た
賞
と
し
て
瀬
戸
市
内
20
局
賞
で
は
私
の

名
前
と
局
名
を
入
れ
た
角
皿
陶
器
の
賞
状
が
も
ら
え
た
。
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行
事
予
定 

（
役
員
は
七
時
）

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

八
時
〜
九
時
半　
庭
そ
う
じ　
　

二
時
〜
四
時　
学
習
会

十
時　
秋
季
彼
岸
会

　
　
　
説
教　　

瀬
純
史
師

　
　
　　

讃
寺
講
総
会

一
時　　

讃
寺
講
追
弔
会

　

九
　

月
　

八
　
日
（
土
）

　

　
　   

　
九
　
日
（
日
）

　

　
　   

　
十
九
日
（
水
）

　
　 

　
二
十
三
日
（
祝
） （

今
年
か
ら
時
間
を
短
縮
し
ま
す
）

（
第
三
回
は
十
月
二
十
三
日

　
　

ご
命
日
の
集
い
の
場
所
は
林
高
寺
に
な
り
ま
す
）

　

九 

月
十
一
日

【
20
組 

行
事
予
定
】

一
時
半　
連
続
講
座

「
書
い
て
味
わ
う
正
信
偈
」

（
火
） 二

時　
彼
岸
お
勤
め

　
　
　
住
職
説
教

十
時　
二
十
八
日
講
総
会

　
　 

　
二
十
四
日
（
月
）

　
　 

　
二
十
五
日
（
火
）

　
　 

　
二
十
六
日
（
水
）

　
　 

　
二
十
八
日
（
金
）

講
師　
飯
田
真
宏
師

場
所　
西　

光　

寺

（※

今
回
よ
り
二
時
か
ら
始
め
ま
す
）

　

初
交
信
よ
り
60
年
が
過
ぎ
た
今
、 

Ｑ
Ｓ
Ｌ
カ
ー
ド
を
送
っ
た

人
は
１
９
９
７
名
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
長
い
間
勤
務
し
て
い

た
岡
崎
市
内
の
会
社
で
免
許
を
持
っ
て
い
る
旧
友
達
10
名
と
朝

７
時
よ
り
８
時
頃
ま
で
極
長
短
波
４
３
２
；
４
０
M
H
Z
形
式

Ｆ
М
で
交
信
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
年
１
回
の
飲
み
会
で
は
、
み
ん
な
名
前
で
呼
ば
ず
そ
の

人
の
局
名
で
呼
び
合
っ
て
い
ま
す
。

　

九 

月
　
八
月
二
日
に
開
か
れ
た
常
任
委
員
会
で
、
年
一
回
行
わ
れ
る

境
内
掃
除
の
時
間
を
、
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
短
縮
す
る
事
が
決

ま
り
ま
し
た
。
彼
岸
中
日
の
翌
日
か
ら
三
日
間
勤
め
る
彼
岸
の

お
勤
め
は
今
回
よ
り
二
時
か
ら
に
変
更
し
ま
す
。

二
時　
　
常
任
委
員
会

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　

学
習
会

十
時　
　
お
み
が
き

　

十
　

月
　
　
四
日

　

　
　

　
　
十
三
日

　

　
　   

　
十
九
日

　

　
　   

二
十
八
日 （

木
）

（
土
）

（
金
）

（
日
） （

役
員
は
七
時
）


